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BATグルー  

．ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・グループ（BATグループ）は1902年に 。   

現在、約180ケ国で事業を展開しグローバルたばこ市場で17％を占める世界  
第2位のたばこ会社。  

従業員数53，000人。40ケ国に47の生産工場を保有。  
各国のグループ会社が、グローバルな原則および基準を踏まえつつ、ステー  
クホルダーの意見も取り入れながら、幅広い裁量をもづて業務運営の責任を  
担う分権的組織。  
2002年にたばこ会社としては初めてソシヤール■リポートを開始した。（CSR報  
告書）  

BATジャパン概  

． BATグループは1984年に日本における事業を開始し、関連会社の統合を経て   
2001年ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン（BATジャパン）設立。  

■・本社所在地は東京都港区。  

■ 社員数約950人。  

． 日本のたばこ市場で約11％のシェアを有する第3位のたばこ会社。  

■ 2003年に第1回CSR報告書を発行。   
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 から継続して実施してきた。議論の多いたばこという商品を扱う会社として、ステークホ  

ルダーの意見や考えを理解し、それを踏まえて事業を進めることが当社の社会的責任  
であると考える。  

■   ステークホルダーとは、当社の事業に利害関係を有するすべての法人、その他の団体  
（非営利団体を含む）および個人をいい、官公庁や従業員も含まれる。  

今年度上期に行ったステークホルダーとの対話や調査によれば、ステークホルダーが  
最も関心を有しているのは「未成年者の喫煙防止」である。次いで、「喫煙マナー」、  
「受動喫煙」を含む「分煙」に関連するもの。3番目が、「企業の社会的責任」および「低  
リスク製品の開発」であった。  

当社に寄せられた一般の方々の意見においても、「未成年者の喫煙防止」が最大関心  
事であった。また、最近は「禁煙」「分煙」が進んできているが、喫煙者のために喫煙で  
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いる。  法として、「禁煙」ではなく「分煙」を期待するステー  

■   喫煙者の多くは喫煙の健康への影響に関心が高い。その点からも、低リスク製品の研  
究開発を推進していくことが必要であると考える。  
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受動喫煙防止策については、公共的な場所や施設での喫煙規制並びに事業  
者の取組みにより一定の成果を上げていると考える。「最近は分煙が進ん  
でいる」と分煙を評価する一般の方々の声が当社に寄せられており、引き続  
き分煙による受動喫煙防止に向けた取り組が必要と考える。  

受動喫煙防止策の策定にあたっては、喫煙者、非喫煙者、および（喫煙者と  
非喫煙者の双方を顧客に有する飲食店等の）事業者が受け入れることができ  

る現実的な防止策を支持する。  

喫煙者が喫煙できる場所が減少していることも考慮する必要がある。  

屋内においては、喫煙者に対し喫煙できる場所を提供しつつ、非喫煙者には、  
心ならずもたばこの煙に曝されることがないよう十分配慮された環境を確保す  

ることが、受動喫煙を防止するための現実的な取り組みと考える。  

無煙たばこ製品の一つで、加熱せずに使用するスウェーデン型スヌースは、  
たばこの煙に曝される状況をなくすことができる。   
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喫煙者、非喫煙者、事業者が共存している現実を踏まえた上で受動喫  
していくことが、実行可能な解決策を見出すための  煙の防止策を検   

最善の方策である。  

喫煙者、非喫煙者、事業者それぞれが受け入れられる「分煙」の  
推進を提案する。不特定多数の者が使用する公共的な施設や公  
共交通機関における屋内での喫煙規制を引き続き推進し、一方、  
利用者が自らの判断で使用するか否かを決定できる施設につい  
ては、施設を管理運営する事業者に「禁煙」、「分煙」、「完全分煙」、  
あるいは「喫煙可」を選択する裁量を与えるべきである。  

分煙には喫煙スペースと禁煙スペースが仕切りで区切られた完全  
分煙に加えて、室内を喫煙スペースと禁煙スペースに分ける分煙  
やランチタイムを禁煙にするような時間帯分煙も含む。事業者は  
施設の入り口に喫煙に関するこれらの条件を明確に表示し、利用  
者が当該施設を利用するか否かについて適切に判断できるように  

すべきである。  4   
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海外の喫煙規制の事例   
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■ 施設オーナーによる屋外喫煙施設の費用負担  

■ 家庭内での受動喫煙の増加  
■ 施設（レストラン、バー、パブなど）の収益減と雇用の喪失  

■ 新たに喫煙場所となった屋外での騒音問題  

■ 喫煙者の疎外感／被差別感  
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パブを経営するあるオーナーは、公共空間及び  
職場における全面禁煙が施行される2007年7月  
を目前に控え、屋外に喫煙スペースを設置しなけ  
れば、21年間続いたビジネスを継続できないと判  
断。  

屋外にバーを造り、喫煙者が屋内から締め出さ  
れた疎外感を感じないよう配慮したが、オーナー  
の費用負担は大きい。  

オーナーの乗用負担：総額約320万円（£1＝￥160）   

・悪天候でも利用できる防水加工のテーブルと   

椅子を使用  

・バーには明るいライトを設置  

・テントの内部に照明と冬用のヒーターを搭載  

■ テーブルの周りに冬用のヒーターを設置  
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BATの分煙事例  
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BATジャパン本社が入居している港区愛宕にある愛宕グリーンヒル  

ズ、MORIタワーは森ビルが経営するオフィスゼル。ビル内は全館禁  
煙であるため、2階エントランスでの喫煙者が目立ち、森ビルは200  
8年2月に、館内2階にスモーキングルームを設置し、喫煙者は午前  
7時から午後11暗まで利用が可能。  

効果的な換気装置＊、パワー脱臭フィルター搭載の空気清浄機＊＊  
煙を吸い込むテーブルと自動消煙型灰皿を設置  

＊）排気フアンを新設し、既設外調機ダクトからの分岐を行う  
排気風量3，300m3／h、給気風量3，200m3／h   

＊＊）二段式電気集塵方式、集塵効率82％   
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大型排気装置  2008年1月開設  

空気清浄機   

全面禁煙である空港内において、喫煙者に対して快適な喫煙空間を提供している。  
大型の排気装置を天井に取り付け、テーブルの下に空気清浄機を装備している。  
灰皿は、消煙型をテーブルに埋め込んでいる。   
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2006年5月に開設したスモーキングうウンジは1時間に100人の喫煙者が利用している。  

天井に、排気装置を設置  

排気／給気風量6，000m3／h  
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世弊保健機慄、朴化÷鋸虻に言（theUnitedStatesSurgeonGeneraF）や、そ才〉他  

・ノ】）公上期酬矧勤ま、受動喫頼または相接噂削が肺がんや心臓病、肛ホの呼吸≠漱漫湾  

ピソ里1ミヤな疾砧フ減刑ノう ▲つになると結．綜づりていま－㌻   

は、支動喫枠かどの捏也て溝 
これ⊥二）J）機関右ぶ■‘安全なJ「）かは川卜うかでない．とし＿、1）11ニ  
J）上片eの岬曹を矧卜㌻ることがJl▲ヱ削¶〕公衆柘′Lり策になろと乱浩㌧てい宝す   

仏たちの科学‥ノ拍り樟  

ノ、却小難甘二什うリスクは捜イ畔．調杏で榊王されています これ弓誹侶恒小人†∴巨′ニ  
ュ7‾－トを川い、叫即隼賞土H婚Lている非喫埋苫の女刊」とこ り冊射出㌢二捌持しノてい  
る▼頼喫砕石の亮刊！における肺がん等の▲11一用．ミヰミを比帖していますl｝  

り巾か′しに閲しては、ノ誹舶酎ホ掴査の紺≠、に期にわたりノ乏軌喫拙こ曝されている井喫増澤け用出川tJリースクは1．3で  

あることガ周計上ざれ‾〔います1甘け、川中ノスシ1は1ノスタJ清いことを貴昧します．＝長期にわたる喫煙かち．重±こる  

帥がん柑慰の附柑lV十スッほ2D以卜です「、   

心帖媒想についても、′甜J喫拙こ噸ざれている井喫劇蛸す相拉川リリスリは約1．3であることが大桐棚な調香㍍黒に  
より幸酎－f・されています喫砕石の心願粧馴躍如封侶川勺リスクは3－、5です 

多くJ〕疫学抑よ、仙ホ川中∴スシが2」・・誹でほ疾態との闇辿購が弱く、関連■性が廉い場了‡と比べると敷仙化守るの  
が難しいとの兄姉をホしています一，おそら＼∴什帖宜痴情で鞘2子されてい各州対的リスうガ2来満であるため、  

し≠乃調ホが紙言Il‘l勺什点件に迅Lていないとノ土tわれ莞す「，   

喫煙者を両親にもつ捏童の呼吸㍊叛患朋庖と、で之軌喫拙が軌よの右＝ノミを二邑Hヒさせるかとうかについての付け瑞．そiブjミ  

ご、隻動喫燻は児童の呼吸都城虻のリスクを高せる叶佳作ガ凄け、また＝批卜刀症りガあるノ・、についてほその舶．1ミ  
キ悪化させかj」‘脂性カミあること示唆Lています  

鮎紬に廿・ヨ→る払た㍉丑服り親み  
払たちと、非嘲一拍と‖鮒享侶り」‾紆利益を調整しJ、また」岬仰桐1心な上1寸、もノ1二托川畑こ咽キ．ぞ1る二王に．なろ状  

さしl使帖小化さ・けるたれ「）刷iりを女川します．   

払たちは、甘相即新〕柚ノ、jにおけるl隕姓を制肘H‾ることな上手、‡L、現碑け）必豊性を．i．ど．チ哉しています．払たち㍑ま  

た、禁理エり7′キ，仏性するとともに、卿－．蛸に（ま嘲■．■甥両・㌢捏倶するなと、jl、り州別‖批hキヒ持してい安  

杜た㍉k、すべてnノ＼とバウンスキとr）′なが上誹11対l鳩1㍍）裾′1をキスています ．‡、†三てノ・こ！i  
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